
　
　
　
　
　
　
去
る
７
月
24
日
に
、
熊
谷
市
議
会
お
よ

　
　
　
　
　
び
江
南
町
議
会
の
臨
時
会
に
お
い
て
、
合

　
　
　
　
　
併
関
連
議
案
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
同
月
27
日
に
は
、
富
岡
市
長
、
坂
田
市

　
　
　
　
　
議
会
議
長
、
福
田
江
南
町
長
、
富
岡
江
南

　
　
　
　
　
町
議
会
議
長
に
よ
り
、
上
田
埼
玉
県
知
事

に
合
併
申
請
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
埼
玉
県
議
会
９
月
定
例
会
で
合
併
議
案
を

議
決
後
、
埼
玉
県
知
事
が
合
併
を
決
定
し
、
国
に
届
け

出
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
　

◆
熊
谷
市
・
江
南
町
合
併
協
議
会
　
3
内
線
５
２
８
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●
熊
谷
市
役
所


3
０
４
８-

５
２
４-

１
１
１
１
　
●
大
里
行
政
セ
ン
タ
ー


3
０
４
９
３-

３
９-

０
３
１
１
　
●
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー


3
０
４
８-

５
８
８-

１
３
２
１

熊谷市

江南町

受
付
対
象
業
種

　
　
建
設
工
事
等
︵
建
設
工
事
、

　
設
計
・
調
査
・
測
量
等
の
委
託
、

　
土
木
施
設
維
持
管
理
︶

新
規
受
付︵
紙
申
請
︶

※
本
市
を
代
表
窓
口
と
す
る
場
合

　
の
み

新
規
受
付
該
当
者

①
本
社
の﹁
建
設
工
事
﹂﹁
設
計
・

　
調
査
・
測
量
﹂
お
よ
び
﹁
土
木
施

　
設
維
持
管
理
﹂
の
登
録
が
、
参
加

　
自
治
体
の
い
ず
れ
に
も
な
い
業
者

②
本
社
の
登
録
が
あ
る
が
、
委
任

　
す
る
予
定
の
支
店
・
営
業
所
等

　
の
登
録
が
参
加
自
治
体
の
い
ず

　
れ
に
も
な
い
業
者

※
こ
の
場
合
、本
社
は
電
子
申
請
。

　
支
店
・
営
業
所


等
は﹁
新
規
﹂
と

　
な
り
ま
す
。

受
付
期
間
　
10
月
16
日
︵
月
︶
〜
27

　
日
︵
金
︶︵
土
・
日
曜
日
は
除
く
︶

受
付
時
間
　
９
時
30
分
〜
11
時
30

　
分


、
13
時
30
分
〜
16
時


受
付
方
法
　
持
参
の
み

受
付
場
所
　
契
約
室︵
市
役
所
４
階
︶

提
出
書
類
　
申
請
様
式
は
９
月
下

　
旬
頃
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の﹁
入

　
札
・
契
約
情
報
﹂に
掲
載
し
ま
す
。

　h
ttp

://
w
w
w
.city.k

u
m
ag
ay
a.

　lg
.jp

/
a
b
o
u
t/
k
e
iy
a
k
u
/

　in
d
e
x
.h
tm

l


更
新
受
付︵
電
子
申
請
︶

受
付
期
間
　
11
月
１
日
︵
水
︶
〜
30

　
日
︵
木
︶
︵
土
・
日
曜
日
、
祝
日

　
は
除
く
︶


申
請
方
法
　
埼
玉
県
電
子
入
札
共

　
同
シ
ス
テ
ム
で
の
申
請︵
た
だ
し
、

　
指
定
さ
れ
た
書
類
は
郵
送
︶
。

埼
玉
県
電
子
入
札
共
同
シ
ス
テ
ム

入
札
参
加
資
格
申
請
更
新
業
者
向

け
説
明
会

　
県
お
よ
び
、
県
内
市
町
村
が
共

同
で
運
用
す
る
、
入
札
参
加
申
請

更
新
業
者
向
け
説
明
会
を
、
左
記

の
日
程
で
実
施
し
ま
す
。

︵
説
明
会
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先
︶

県


建
設
業
課
　

　
　
企
画
・
審
査
・
情
報
等
担
当

3
０
４
８-

８
３
０-

５
１
８
３

注
意
事
項

※
申
請
は
、
会
社
単
位
で
は
な
く
、

　
入
札
に
参
加
す
る
事
業
所
単
位

　
で
す
。


※
物
品
、
建
物
・
そ
の
他
維
持
管

　
理
業
務
、
建
設
資
材
は
平
成
19

　
年
１
月
下
旬
に
受
付
を
行
い

　
ま
す
。

◆
契
約
室
　
3
内
線
５
１
２

建
設
工
事
等
に
関
す
る

    

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
の
受
付

　



と
　



こ
　



ろ

熊
谷
文
化
創
造
館

さ
く
ら
め
い
と

　
　
　





太
陽
の
ホ
ー
ル

狭
山
市
民
会
館


大
ホ
ー
ル

サ
ン
シ
テ
ィ
越
谷
市
民
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
大
ホ
ー
ル

さ
い
た
ま
市
民
会
館
お
お
み
や

　
　
　
　
　
　
　

大
ホ
ー
ル

　


と
　


き

９
月
６
日︵
水
︶

　
13
時
30
分
〜

９
月
12
日︵
火
︶

　
14
時
〜

９
月
14
日︵
木
︶

　
13
時
30
分
〜

９
月
15
日︵
金
︶

　
10
時
〜

９
月
15
日︵
金
︶

　
13
時
30
分
〜

　
市
で
は
、平
成
19
・
20
年
度
建
設
工
事
等
に
関
す
る

競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
を
埼
玉
県
お
よ
び
県

内
市
町
村
が
共
同
し
て
運
用
す
る
﹁
埼
玉
県
電
子
入

札
共
同
シ
ス
テ
ム
﹂
に
参
加
し
、
参
加
自
治
体
と
の

合
同
受
付
を
行
い
ま
す
。

県知事に合併申請を行いました

左から福田江南町長、富岡市長、上田知事
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市
で
は
、
今
年
の
４
月
以
降
に

生
ま
れ
た
お
子
さ
ん
を
対
象
と
し

た
乳
児
健
康
診
査︵
４
〜
５
か
月

児
︶の
際
に
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

事
業
を
は
じ
め
ま
し
た
。

　﹁
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
﹂
と
は
、
赤

ち
ゃ
ん
と
保
護
者
が
、肌
の
ぬ
く
も

り
を
感
じ
な
が
ら
こ
と
ば
と
心
を

通
わ
す
、そ
の
か
け
が
え
の
な
い
ひ

と
と
き
を
、﹁
絵
本
﹂を
介
し
て
持
つ

こ
と
を
応
援
す
る
取
組
み
で
す
。

　
当
日
は
、
読
み
聞
か
せ
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
絵
本
を
開
く
時
間
の

楽
し
さ
を
一
緒
に
体
験
し
て
も
ら

う
た
め
に
、
実
際
に
絵
本
を
読
み

な
が
ら
﹁
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
・
パ
ッ

ク
﹂を
手
渡
し
ま
す
。

　﹁
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
・
パ
ッ
ク
﹂

に
は
絵
本
や
地
域
の
情
報
が
入
っ

て
い
ま
す
。

※
乳
児
健
康
診
査
の
対
象
者
に

　
は
、
ご
案
内
の
通
知
を
お
送
り

　
し
ま
す
。

◆
健
康
づ
く
り
課

　
3
５
２
８-

０
６
０
１

◆
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー

　
3
５
２
５-

２
７
２
２

◆
大
里
保
健
セ
ン
タ
ー

　
3
０
４
９
３-

３
９-

１
１
１
５

◆
妻
沼
保
健
セ
ン
タ
ー

　
3
５
８
８-

１
５
１
６

ブックスタートが
　　　  はじまりました

　複雑に組み合わさっていた福祉サービスがひとつになり、総合的に障害者の地域での自立
した生活を支援します。

10月から障害者自立支援法施行による障害福祉サービスが始まります

定率負担となります。また、施設などを利用する際
の食費や光熱水費は、自己負担となります。軽減措
置として、利用者負担には、所得に応じた月額上限
や個別減免等があります。
　　　　　　　　　　 ◆障害福祉課　3内線287

●利用手続きの見直しと費用負担
　福祉サービスについて、支援の必要度合いに応じ
た利用ができるよう、障害の状況や審査会の意見な
どにより、障害の程度を認定し、支給決定します。
　利用者の負担は、サービス料に応じた原則１割の

障害者自立支援法によるサービスの仕組み

自立支援法によるサービス

地域生活支援事業
   ★相談支援　★コミュニケーション支援　★日常生活用具　★移動支援　★地域活動支援　など

自立支援給付

訓練等給付
   ★自立訓練（機能・生活）
   ★就労移行支援
   ★就労継続支援
　・共同生活援助（グループホ
　　ーム）

自立支援医療
　・更生医療
　・育成医療
　・精神通院医療

介護給付
　・居宅介護（ホームヘルプ）
　・児童デイサービス
　・短期入所（ショートステイ）
   ★重度訪問介護
   ★重度障害者等包括支援
   ★療養介護
   ★施設入所支援　など

補装具
   ★補装具費の支給

障
害
者
・
児

（★印は10月１日から開始）



丸木弓などの木製品が出土し、この木製品の中に男

根状に先端にくびれをつくった棒状の木製品（有頭木

製品）がありました。有頭木製品は、おそらく「水辺

のまつり」に使われ廃棄されたと考えられます。この

有頭木製品は、丸木弓などといっしょに使われ、こ

の溝のほとりで五穀豊穣・子孫繁栄を願って人々が

「まつり」を行っていたと考えられます。

　今回の調査地点は遺跡の東端にあたり、人々の生

活の痕跡はあまり発見されませんでしたが、このよ

　　　　　　　　　　　　　うな「まつり」が、集落

　　　　　　　　　　　　　の外れの溝や河川のほ

　　　　　　　　　　　　　とりのそこかしこで行

　　　　　　　　　　　　　われていたことがわか

　　　　　　　　　　　　　り、当時の人々が自然

　　　　　　　　　　　　　を敬い、その恵みに感

　　　　　　　　　　　　　謝し、そして、畏れなが

　　　　　　　　　　　　　ら共生していたことを

　　　　　　　　　　　　　知ることができました。
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●熊谷市役所

3048-524-1111

　
熊
谷
え
び
す
祭
に
お
い
て
熊
谷

市
商
店
街
連
合
会
主
催
の
ダ
ン
シ

ン
グ
イ
ベ
ン
ト
、第
５
回
「
オ
・
ド

ー
レ
な
お
ざ
ね
」を
開
催
し
ま
す
。

　﹁
ロ
ッ
ク
な
お
ざ
ね
﹂
や
﹁
サ
ン

バ
な
お
ざ
ね
﹂
の
曲
と
踊
り
や
参

加
者
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
曲
や
踊
り
に

よ
っ
て
、
ダ
ン
ス
を
披
露
す
る
市

民
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

と
き
　
11
月
３
日
︵
金
・
祝
︶

と
こ
ろ
　
ス
ト
リ
ー
ト
パ
フ
ォ
ー

　
マ
ン
ス
‥
国
道
17
号
︵
予
定
︶

　
ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
‥

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ひ
ろ
ば

参
加
資
格
　
10
〜
１
５
０
人
程
度

　
の
団
体︵
連
︶

募
集
団
体
数
　
50
チ
ー
ム
︵
連
︶

※
１
団
体
で
３
チ
ー
ム
︵
連
︶
以
上

　
の
申
し
込
み
に
つ
い
て
は
お
断
り

第
5
回
「
オ
・
ド
ー
レ
な
お

ざ
ね
」
参
加
者
募
集

　市教育委員会では、平成８年度から断続的に上之

土地区画整理事業に伴う発掘調査を実施しています。

　今回、紹介する前中西遺跡（箱田・上之）は、この

地域の弥生時代

を知るうえで重

要であることか

ら注目されてい

る遺跡です。

　今年の４月～

6月の調査では、

竪穴住居跡、掘

立柱建物跡、溝

跡（水路など）などの遺構と多数の遺物が発見されて

いますが、特に注目したいのが、くぼ地状の緩やか

な溝跡から土器とともに木製品が出土したことです。

　この溝跡は、幅約4 .５ｍ、深さ約１ｍの規模で、

弥生時代のわずかな土器片といっしょに杭・板材・ 






























◆社会教育課　3内線３９４

　７月28日に行われた審査会で、平成18年度ラグ
ビー公式戦ポスター入賞者を決定しました。市内
の小・中学生からの応募作品は全部で606点。その
中から長島仁裕妃さん(吉岡中２年）の作品が最優
秀賞に選ばれました。　◆保健体育課　3内線391

前中西遺跡で河川祭祀跡発見

平成18年度ラグビー公式戦ポスター入選者が決まりました

最優秀賞

  優秀賞

さい　  し

  佳作

市 内 遺 跡 案 内市 内 遺 跡 案 内

　
１
０，
０
０
０
円
︵
た
だ
し
、
25

　
チ
ー
ム
を
限
度
︶

申
し
込
み
　
左
記
へ
。

◆
熊
谷
市
商
店
街
連
合
会
事
務
局

　
宮
町
２
丁
目
39
番
地
︵
熊
谷
商

　
工
会
議
所
内
︶

　
3
５
２
１-

４
６
０
０


　
さ
せ
て
頂
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

参
加
費

　
１
チ
ー
ム
　
１
０，
０
０
０
円

ダ
ン
ス
コ
ン
テ
ス
ト
　

　
希
望
チ
ー
ム
に
よ
り
審
査
を
行

　
い
、
賞
を
決
定
し
ま
す
。

コ
ン
テ
ス
ト
申
込
金
　
１
チ
ー
ム

発掘調査の様子

※発掘調査は終了し、現在、区画整理
　事業が進められています。

たて

たてばしら

ほっ

 ご こくほうじょう　     し  そんはんえい

こんせき

おそ

文

文

熊谷東中

前中西遺跡

成田小

文

文
東小

熊谷女子高

熊谷
総合病院

熊
谷・羽

生
線

北
大
通
り

さ
い
た
ま
博
通
り

市役所

み　ゆ　き

ふう  や

だい  や

長島
仁裕妃さん
（吉岡中２年）

清

水　
剛さん
（石原小６年）


笠
原
雅
美さん
（別府中１年）

石川風弥さん（熊谷西小１年）　　森　祐輔さん（石原小２年）
塚越雄大さん（熊谷東小３年）　　西田　晋さん（熊谷東小４年）
石川大弥さん（熊谷西小５年）　　高橋裕子さん（中条中３年）

バ
イ
パ
ス
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●妻沼行政センター

3048-588-1321　●大里行政センター

30493-39-0311

　
１
１
９
番
は
、
火
災
・
救
急
の

専
用
電
話
で
す
。
落
ち
着
い
て
次

の
要
領
で
、
通
報
し
ま
し
ょ
う
。





①
火
災
か
、
救
急
か






②
場
所︵
住
所
︶は
ど
こ
か
︵
付





　
近
で
目
標
に
な
る
商
店
、
工

　



場
な
ど
の
ど
ち
ら
側
か
︶





火
災
の
時
　
燃
え
て
い
る
も
の
、

　



逃
げ
遅
れ
た
人
の
有
無
な
ど





救
急
の
時
　
け
が
、急
病
の
別
。

　



け
が
の
場
合
は
、
け
が
の
状





　
態
、
人
数
お
よ
び
要
救
助
者

　



の
有
無
な
ど

　



急
病
の
場
合
は
、
症
状
お
よ





　
び
掛
か
り
付
け
の
病
院
な
ど

﹁
い
ざ
！
﹂
と
い
う
時
に
備
え
、

住
所
と
目
標
物
は
電
話
の
そ
ば
に

メ
モ
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◆
熊
谷
地
区
消
防
本
部


指
令
課

　
3
５
２
２-

９
９
９
３

　
　
　
　
　
災
害
は
、
い
つ
、
ど

　
　
　
　
こ
で
、
ど
の
よ
う
に
起

　
　
　
　
こ
る
か
予
測
で
き
ま
せ

　
　
　
　
ん
。
被
害
を
最
小
限
に

　
　
　
　
お
さ
え
る
た
め
に
は
、そ

　
　
　
　
れ
ぞ
れ
の
家
庭
や
職
場

　
　
　
　
で
、普
段
か
ら
災
害
に
対

　
　
　
　
す
る
心
構
え
を
し
て
お

　
　
　
　
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

わ
が
家
の
防
災
対
策

　
防
災
意
識
の
基
本
は
、
家
庭
に

あ
り
ま
す
。
生
命
と
財
産
を
守
る

工
夫
や
災
害
時
の
対
応
に
つ
い
て
、

常
に
家
庭
で
取
組
み
ま
し
ょ
う
。

〇
家
族
の
防
災
会
議

　
あ
わ
て
ず
に
行
動
で
き
る
よ
う
、

次
の
こ
と
を
家
族
で
話
し
合
っ
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

・
家
の
中
で
一
番
安
全
な
場
所
は

　
ど
こ
か

・
非
常
持
出
品
は
準
備
で
き
て
い

　
る
か

・
家
族
の
連
絡
方
法
や
集
合
場
所

　
の
確
認
は
で
き
て
い
る
か

・
一
番
近
い
避
難
場
所
は
ど
こ
か

※
避
難
場
所
は
﹁
熊
谷
市
く
ら
し

　
の
カ
レ
ン
ダ
ー
﹂
、
市
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ


︵h
ttp

://
w
w
w
.c
ity

.

　k
u
m
a
g
a
y
a
.lg
.jp
/
k
u
ra
sh
i/

　iza
/
h
in
a
n
jy
o
/
in
d
e
x
.h
tm

l

︶

　


に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

１
１
９
番
通
報
の
要
領

災害に対する日
ご
ろ
の
備
え
を
万
全
に

▼医薬品や衛生用品

▲その他の生活用品

〇
家
の
中
の
安
全
対
策

　
家
の
中
で
け
が
を
し
た
り
、
家

具
等
の
下
敷
に
な
っ
た
り
し
な
い

よ
う
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

・
家
具
類
の
置
き
場
所
を
考
え
、

　
止
め
金
な
ど
で
固
定
す
る

・
棚
や
た
ん
す
の
上
に
重
い
物
を

　
置
か
な
い

・
玄
関
や
通
路
に
余
計
な
物
を
置
か
な
い

○
気
象
台
発
表
の
注
意
報
・
警
報

　
等
の
確
認

　
テ
レ
ビ
、ラ
ジ
オ
な
ど
で﹁
埼
玉

県
北
西
部
﹂の
注
意
報
・
警
報
等
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◆
安
心
安
全
課
　
3
内
線
３
３
３

●非常持出品

●家具類を固定する例
・家具と天井の間に突っ張り棒タイプの
　器具で固定する

▲防災ずきん、ヘルメット

t携帯ラジオ
  （予備電池も用意）

t懐中電灯
　（予備電池も用意）   ▲携帯電話

　（電池式充電器も用意）

縦桟

家具
家具

家具

L型金具

家具の端奥に設置

天井との空きが少ない

▲貴重品
 （通帳、保険証など）

▼非常食や水、衣類 （下着・くつ下・タオルなど）

・家具と桟をＬ型金
　具で直接固定する

▼現金
  （公衆電話の１０円玉など）

さん



○新たな手口による侵入盗が増えています。 
ピッキング
　鍵穴に特殊な工具を入れて開錠する手口
サムターン回し
　ドア板にドリルなどで穴を開け、穴に工具を
　入れるなどして、ドア内側の錠のつまみ（サム
　ターン）を回す手口
焼き破り
　窓ガラスをガスバーナーなどで加熱し、ガラ
　スを破壊する手口
○このような対策が有効です。
・ひとつのドアや窓にカギを二つ以上取り付け
　る。（ワンドア・ツーロック）
・ピッキング対策錠に付け替えたり、サムター
　ンカバーを取り付けたりする。
・防犯ガラス（合わせガラス）にしたり、防犯
　フィルムを取り付けたりする。
・バールによるこじ破りやその他の破壊行為に
　耐えるような丈夫な材質や構造のドアにする。
また、短時間の外出でもカギをかけるなど、普
段からの心掛けも大切です。
　　　　　　　　　安心安全課　3内線339
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平
成
18
年
事
業
所
・
企
業

統
計
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す

恩
給
欠
格
者
、
引
揚
者
の

皆
さ
ん
へ

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
が

10
月
1
日
に
更
新
さ
れ
ま
す

市
政
情
報

く
ら
し
に
役
立
つ

情
報
が
い
っ
ぱ
い

●
熊
谷
市
役
所



3
０
４
８-

５
２
４-

１
１
１
１
　
●
大
里
行
政
セ
ン
タ
ー



3
０
４
９
３-

３
９-

０
３
１
１
　
●
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー



3
０
４
８-

５
８
８-

１
３
２
１

制
度
改
正
に
伴
う
児
童
手
当
の

申
請
期
限
は
9
月
30
日
で
す

児
童
手
当
で
は
次
の
よ
う
な

と
き
は
届
出
等
が
必
要
で
す

　
10
月
１
日
︵
日
︶
を
調
査
日
と
し

て
、
平
成
18
年
事
業
所
・
企
業
統

計
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
す
べ
て
の
事
業

所
を
対
象
と
し
、
会
社
・
組
合
な

ど
の
法
人
事
業
所
の
ほ
か
、
農
林

漁
業
以
外
の
個
人
事
業
所
も
対
象

と
な
り
、
店
舗
や
事
務
所
が
な
い

場
合
も
含
み
ま
す
︵
個
人
タ
ク
シ

ー
、ア
パ
ー
ト
や
駐
車
場
の
経
営
、

各
種
教
室
な
ど
︶。


　
国
・
県
・
市
等
の
施
策
立
案
の

基
礎
資
料
と
な
る
大
変
重
要
な
調

査
で
す
。

　
調
査
内
容
が
統
計
以
外
の
目
的

に
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
９
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
お
伺

い
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。


◆
庶
務
課
　
3
内
線
２
２
４

　
現
在
使
用
中
の
被
保
険
者
証︵
保

険
証
︶
は
９
月
30
日
︵
土
︶
で
有
効

期
限
が
切
れ
ま
す
。

　
10
月
１
日
︵
日
︶か
ら
使
用
す
る

被
保
険
者
証
︵
一
般
・
退
職
・
学
︶

は
、
９
月
末
に
郵
送
し
ま
す
。

　
な
お
、
１
人
に
つ
き
１
枚
の
カ

ー
ド
と
な
り
ま
す
。

◆
保
険
年
金
課
　
3
内
線
２
７
６

　
小
学
校
４
年
生
か
ら
６
年
生
ま

で
の
児
童
に
つ
い
て
、
ま
た
、
改

正
前
の
所
得
制
限
で
手
当
を
受
給

で
き
な
か
っ
た
方
に
つ
い
て
、
本

年
４
月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
児
童
手

当
の
支
給
を


受
け
る
た
め
に
は
、

９
月
30
日
︵
土
︶ま
で
に
申
請
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
申
請
が
10

月
以


降
に
な
る
と
、
申
請
が
あ
っ

た
月
の
翌
月
分
か
ら
の
支
給
と
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
だ
申
請
が

お
済
み
で
な
い
方
は
、
お
早
め
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
こ
ど
も
課
　
3
内
線
２
９
２


①
受
給
者
や
児
童
が
転
出
す
る
と
き

②
受
給
者
が
公
務
員
に
な
っ
た
と
き

③
修
正
申
告
等
に
よ
り
、
所
得
額

　
が
変
更
に
な
っ
た
と
き

④
出
生
等
に
よ
り
、
養
育
す
る
児

　
童
が
増
え
た
と
き

⑤
離
婚
等
に
よ
り
、
児
童
を
養
育

　
し
な
く
な
っ
た
と
き

⑥
受
給
者
と
児
童
が
別
居
す
る
よ

　
う
に
な
っ
た
と
き

⑦
受
給
者
や
児
童
が
亡
く
な
っ
た

　
と
き

⑧
特
例
給
付
の
受
給
者
が
厚
生
年

　
金
等
︵
※
︶
を
脱
退
し
た
と
き

※
厚
生
年
金
、
私
立
学
校
教
職
員

　
共
済
、
日
本
郵
政
公
社
共
済
、

　
文
部
科
学
省
共
済
︵
大
学
等
支

　
部
の
み
︶
等

　
届
出
等
が
遅
れ
る
と
、
手
当
を

受
給
で
き
な
い
月
が
生
じ
た
り
、手

当
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
っ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
受
給
資
格
更
新
の
た
め

に
、
毎
年
６
月
に
現
況
届
の
提
出

が
必
要
で
す
。
未
提
出
の


方
は
お

早
め
に
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
こ
ど
も
課
　
3
内
線
２
９
２

　
旧
軍
人
等
で
恩
給
等
を
受
け
て

い
な
い
恩
給
欠
格
者
の
方
、
終
戦

に
伴
い
本
邦
以
外
の
地
域
か
ら
引

き
揚
げ
て
こ
ら
れ
た
方
に
内
閣
総

理
大
臣
名
の
書
状
等
を
贈
呈
し
て

い
ま
す
。
請
求
書
類
は
、
福
祉
課

射
材
の
着
用
を
心
が
け
る
と
と
も

に
、
自
転
車
は
必
ず
ラ
イ
ト
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

○
後
部
座
席
を
含
む
シ
ー
ト
ベ
ル

　
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正

　
し
い
着
用
の
徹
底

　
自
動
車
に
乗
る
と
き
は
運
転
席
、

助
手
席
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
後

部
座
席
も
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用

し
ま
し
ょ
う
。

　
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
は
正
し
く

し
っ
か
り
取
付
け
ま
し
ょ
う
。

○
携
帯
電
話
使
用
禁
止
の
徹
底

　
運
転
中
の
携
帯
電
話
の
使
用
は

事
故
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

　
自
転
車
に
乗
る
と
き
も
危
険
な

の
で
、
携
帯
電
話
の
使
用
は
や
め

ま
し
ょ
う
。

◆
安
心
安
全
課
　
3
内
線
２
８
５


の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

◆
独
立
行
政
法
人


平
和
祈
念
事
業

　
特
別
基
金


　
3
０
１
２
０-

２
３
４-

９
３
３

知っていると安心な防犯対策 秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

が
実
施
さ
れ
ま
す

９
月
21
日︵
木
︶〜
30
日︵
土
︶

重
点
目
標

○
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

　
高
齢
者
に
よ
る
道
路
横
断
中
の

事
故
や
自
転
車
乗
用
中
の
一
時
不

停
止
に
よ
る
事
故
が
多
く
発
生
し

て
い
ま
す
。
十
分
に
安
全
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

○
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自

　
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止

　
夕
暮
れ
時
や
夜
間
に
外
出
す
る

と
き
は
、
明
る
い
色
の
服
装
や
反

侵入盗（空き巣など）の被害に
　　　　　　　　あわないために!

11  市報くまがや  平成18年（2006）9 月

市
政
情
報
標
語
「
納
税
は
　
住
み
良
い
町
の
　
お
手
伝
い
」 

青 

木 

昌 

也
さ
ん

違
反
建
築
を

　
　
　
な
く
そ
う
運
動

農
地
転
用
は

　
　
　
農
業
委
員
会
へ

熊
谷
市
優
秀
建
設
工
事
の

表
彰

 

土
曜
日
も
一
部
業
務
を

 

行
い
ま
す

︻
９
月
の
開
庁
日
︼

　
２
・
９
・
16
・
23
・
30
日

︻
取
扱
時
間
︼

　
８
時
30
分
〜
17
時
15


分

︻
取
扱
場
所
︼

　
市
役
所

　
大
里
行
政
セ
ン
タ
ー

　
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー

︻
取
扱
業
務
︼

・
住
民
票
の
写
し
・
証
明
書
の

　
発
行
業
務

・
印
鑑
登
録
業
務

・
税
関
係
の
証
明
書
の
発
行

　
業
務

・
市
税
の
収
納
業
務

◆
行
政
改
革
推
進
室

　
　
　
　
　
　
3
内
線
２
１
６

家
庭
で
の
ご
み
焼
却
は

　
　
　
自
粛
し
て
く
だ
さ
い

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー

　
10
月
2
日（
月
）業
務
開
始

 

熊
谷
市
企
業
紹
介
支
援
サ
イ
ト

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ス
テ
ー
ジ 

く
ま
が
や
」

登
録
無
料
！
お
気
軽
に
ご
登
録
を

　
地
元
企
業
を
市
が
紹
介
す
る﹁
チ

ャ
レ
ン
ジ
・
ス
テ
ー
ジ


く
ま
が

や
﹂
の
登
録
事
業
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　﹁
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ス
テ
ー
ジ


く

ま
が
や
﹂
は
、
事
業
者
の
皆
さ
ん

の
優
れ
た
技
術
や
製
品
・
自
慢
の

逸
品
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
情
報
や
、
求
人

情
報
を
発
信
す
る
サ
イ
ト
で
す
。

　
一
度
ご
登
録
い
た
だ
き
ま
す
と
、

お
手
持
ち
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接

続
パ
ソ
コ
ン
か
ら
、
い
つ
で
も
内

容
を
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
ず
は
サ
イ
ト
を
ご
覧
い
た
だ

き
、お
気
軽
に
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　h
ttp

://
w
w
w
.b
e
a
r-
v.c

o
m
/

　
︵
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
ペ


　
ー
ジ
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
す
る
こ

　
と
が
で
き
ま
す
。︶

◆
産
業
振
興
課
　
3
内
線
５
０
５

　
去
る
８
月
25
日
、熊
谷
文
化
創
造

館
で
平
成
18
年
度
熊
谷
市
優
秀
建

設
工
事
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
、
適
正
な
施
工
管

理
に
よ
り
、
出
来
栄
え
が
特
に
優

れ
て
い
る
工
事
で
、
今
回
次
の
３

請
負
業
者
お
よ
び
２
人
の
現
場
代

理
人
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

優
秀
建
設
工
事
請
負
者

○
工
事
名
　
新
星
川
改
修
工
事



　
工
事
場
所
　
中
央
三
丁
目
地
内



　
請
負
業
者
　
清
水
・
中
村
特
定

　
　
建
設
工
事
共
同
企
業
体

　
　
清
水
建
設
工
業
株
式
会
社

　
　




代
表
取
締
役


清
水
英
雄
氏

　
　
中
村
建
設
株
式
会
社

　
　
　
代
表
取
締
役


中
村
庫
二
氏

○
工
事
名
　
舗
装
打
換
工
事︵
石
原
︶

　
工
事
場
所
　
石
原
地
内

　
請
負
業
者
　
株
式
会
社
間
宮
建
設

　
　
　
代
表
取
締
役


間
宮
保
則
氏

優
秀
建
設
工
事
現
場
代
理
人

○
清
水
建
設
工
業
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　
飯
田
哲
郎
氏

○
株
式
会
社
間
宮
建
設

　
　
　
　
　
　
　
　
間
宮
勝
久
氏

◆
契
約
室




3
内
線
５
１
２

　﹁
ル
ー
ル
守
っ
て
明
る
く
住
マ
イ

ル
﹂
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
埼
玉
県

下
一
斉
に
10
月
10
日
︵
火
︶
〜
19
日

︵
木
︶
の
期
間
を
﹁
違
反
建
築
を
な

く
そ
う
運
動
﹂
と
し
て
、
建
築
に

関
す
る
法
令
等
の
説
明
会
お
よ
び

一
斉
公
開
建
築
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
し
ま
す
。

建
築
に
関
す
る
法
令
等
の
説
明
会

　
と
　
き
　
10
月
18
日︵
水
︶14
時
〜

　
と
こ
ろ
　
深
谷
市
花
園
文
化
会

　
　
　
　
　
館
ア
ド
ニ
ス

一
斉
公
開
建
築
パ
ト
ロ
ー
ル

　
と
　
き
　
10
月
11
日
︵
水
︶

◆
開
発
指
導
課
　
3
内
線
４
６
３

　
家
庭
ご
み
を
構
造
基
準
に
合
わ

な
い
焼
却
炉
や
ド
ラ
ム
缶
等
で
焼

却
し
た
り
、
野
外
焼
却︵
野
焼
き
︶

を
行
う
こ
と
は
、﹁
埼
玉
県
生
活
環

境
保
全
条
例
﹂
に
よ
り
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

　﹁
う
ち
は
敷
地
が
広
い
か
ら
大
丈

夫
、
少
し
な
ら
迷
惑
が
か
か
ら
な

い
﹂
と
思
っ
て
も
、発
生
し
た
煙
や

臭
い
に
よ
っ
て
ご
近
所
か
ら

・
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
発
生
が
心

　
配
で
あ
る

・
洗
濯
物
に
煙
の
臭
い
が
付
着
し

　
て
し
ま
う

・
煙
が
入
っ
て
く
る
た
め
に
、
窓

　
が
開
け
ら
れ
な
い

　
な
ど
の
心
配
や
苦
情
が
、
市
へ

多
数
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
思
い
が

け
な
い
と
こ
ろ
で
環
境
を
悪
化
さ

せ
、
近
隣
に
多
大
な
迷
惑
を
か
け

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
家
庭
で
の
ご
み
焼
却
は
自
粛
し
、

家
庭
ご
み
は
、正
し
く
分
別
し
て
、

指
定
日
に
指
定
さ
れ
た
ご
み
集
積

所
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
環
境
政
策
課




3
内
線
３
０
４

　
農
地
を
転
用
︵
農
地
以
外
の
目

的
で
土
地
を
利
用
︶
す
る
場
合
、

農
業
委
員
会
で
の
手
続
き
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

　
市
街
化
区
域
内
の
場
合
は
農
業

委
員
会
へ
の
届
出
、
市
街
化
調
整

区
域
内
の
場
合
は
県
知
事
の
許
可

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
特
に
市
街
化
調
整
区
域
の
場
合
、

﹁
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す

る
法
律
﹂
な
ど
他
法
令
と
の
兼
ね

合
い
が
あ
り
、
許
可
で
き
な
い
場

合
や
、
他
法
令
の
条
件
を
満
た
し

た
後
で
な
け
れ
ば
農
地
転
用
の
手

続
き
に
入
れ
な
い
場
合
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

　
手
続
き
に
も
時
間
を
要
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、転
用
の
計
画

等
の
あ
る
方
は
、お
早
め
に
農
業
委

員
会
事
務
局
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
3
内
線
４
０
４

対
象
　
法
的
ト
ラ
ブ
ル
で
お
困
り

　
の
方

と
こ
ろ
　
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ

　
ー
埼
玉
地
方
事
務
所
︵
さ
い
た

　
ま
市
︶


業
務
内
容
　
①
法
的
ト
ラ
ブ
ル
に

　
応
じ
て
最
適
な
機
関
・
団
体
の

　
情
報
を
無
料
で
提
供
　
②
資
力

　
の
乏
し
い
方
の
た
め
に
無
料
法

　
律
相
談
の
実
施
・
裁
判
費
用
の

　
立
替
　
③
犯
罪
の
被
害
に
遭
わ

　
れ
た
方
に
被
害
者
支
援
に
詳
し

　
い
機
関
・
団
体
や
弁
護
士
を
紹
介

◆
法
テ
ラ
ス
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
3
０
５
７
０-

０
７
８
３
７
４

　h
ttp

://
w
w
w
.
m

o
j.
g

o
.
jp

/

　S
H
IH
O
U
S
H
IE
N
/

ス
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市
政
情
報
標
語
「
税
金
を
　
お
さ
め
て
未
来
の
　
国
づ
く
り
」 

茂 

木 

　 

彩
さ
ん

納
期
の
お
知
ら
せ

介
護
保
険
料
普
通
徴
収︵
３
期
︶

納
期
限
　
10
月
２
日︵
月
︶

＊
安
全
・
便
利
・
確
実
な
口
座
振
替

　
の
ご
利
用
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

◆
大
里
広
域
市
町
村
圏
組
合


介

　
護
保
険
課
3
５
０
１-

１
３
３
０

納
期
の
お
知
ら
せ（
9
月
分
）

納
期
限
　
10
月
２
日︵
月
︶

●
国
民
健
康
保
険
税
︵
３
期
︶

※
市
税
の
納
入
は
、安
全
、便
利
、

　
確
実
な
口
座
振
替
の
ご
利
用
を


。

※
納
税
相
談
は
、
随
時
窓
口
で

　
実
施
中
。


◆
納
税
課
　
3
内
線
２
５
９

◆
大
里
行
政
セ
ン
タ
ー
総
務
税
務
課


◆
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー
総
務
税
務
課

審議会等とは、市長等の諮問に応じて特別の事項を調査、

審議し答申したり、市長等に対して建議する機関で、名

称は、審議会、協議会、委員会等さまざまです。委員は、

専門知識を有する学識経験者、市議会議員、自治会・PTA・

労働組合等関係団体から選出された市民の代表等で構成

され、近年では、公募による委員も登用されています。

女性の登用は、徐々に図られてきてはいますが、いまだ

に少ないのが現状です。

　本市では、「審議会の委員への女性登用推進要綱」で

 「平成２０年度までに審議会の女性委員の比率を３０％に達

するよう努める」という目標を掲げ、また「熊谷市男女

共同参画推進条例」で、「審議会等における委員を委嘱

し、または任命する場合にあっては、積極的格差是正措

置を講ずることにより、男女の均衡を図るよう努めるこ

と」と規定していますので、さらに積極的に女性の登用

を図っていきます。 ◆男女共同参画室  3599-0011

女
性
議
員
の
割
合︵
％
︶

女
性
議
員
数︵
人
︶

総
　
数︵
人
︶

女
性
議
員
の
割
合︵
％
︶

女
性
議
員
数︵
人
︶

総
　
数︵
人
︶

女
性
議
員
の
割
合︵
％
︶

女
性
議
員
数︵
人
︶

総
　
数︵
人
︶

女
性
議
員
の
割
合︵
％
︶

女
性
議
員
数︵
人
︶

総
　
数︵
人
︶

平成８年５月１日現在　32

３

9.4


92

５


5.4


494


12

2.4


252


35 
13.9

平成13年５月１日現在　29

３

10.3


90

９

10.0

480


36

7.5


251


43 
17.1

平成18年５月１日現在　61

７

11.5


91

８


8.8


480


45

9.4


242


34
14.0

※資料提供　埼玉県議会・衆議院・参議院各事務局

●熊谷市における審議会等への女性の登用状況●女性議員数の推移

女性の参画状況

審議会等の
うち女性委
員を含むも
のの比率

女性委員の
比率

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

９
月
の

　
休
所
日

10
月
の

　
休
所
日

開
所
時
間

入
浴
時
間

４
日︵
月
︶、11
日︵
月
︶、

19
日︵
火
︶、23
日︵
土
・
祝
︶、

25
日︵
月
︶

２
日︵
月
︶、９
日︵
月
・
祝
︶、

10
日︵
火
︶、16
日︵
月
︶、

23
日︵
月
︶、30
日︵
月
︶

　
９
時
〜
16

時

　
10
時
〜
15
時
30
分

別
府
荘



3
５
３
２-

２
０
２
０

上
之
荘



3
５
２
５-

６
９
６
４

※
別
府
荘
、
上
之
荘
の
利
用
に
あ

　
た
り
ま
し
て
は
、市
内
循
環
バ
ス

　
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。な
お
、20

　
人
以
上
の
団
体
で
送
迎
バ
ス
の

　
利
用
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、直

　
接
施
設
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ひ
か
わ
荘


3
５
８
８-

２
６
０
０

９
月
の

　
休
所
日

10
月
の

　
休
所
日

開
所
時
間

入
浴
時
間

５
日︵
火
︶、12
日︵
火
︶、

19
日︵
火
︶、20
日︵
水
︶、

24
日︵
日
︶、26
日︵
火
︶

３
日︵
火
︶、10
日︵
火
︶、

11
日︵
水
︶、17
日︵
火
︶、

24
日︵
火
︶、31
日︵
火
︶

　
９
時
〜
16

時

　
10
時
〜
15
時

本市における審議会等への女性の登用状況等の推移

H8.4.1　　
H13.4.1　



H18.4.1

90（％）

80

70

60

50

40

30

20

10


０

60.0

59.5

83.8

10.1
17.4 23.4

熊谷市議会議員 埼玉県議会議員 衆議院議員 参議院議員

農
業
用
水
の
通
水
を

　
　
　
　
停
止
し
ま
す

　
農
業
用
取
水
堰
︵
六
堰
︶か
ら
取

水
し
て
い
る
農
業
用
水
を
９
月
30

日
︵
土
︶
で
停
止
し
ま
す
。

◎
予
定
用
水
路

奈
良
堰
幹
線
用
水
路
、玉
井
堰
幹
線

用
水
路
、大
麻
生
堰
幹
線
用
水
路
、

成
田
堰
幹
線
用
水
路
、
吉
見
堰
幹

線
用
水
路
、荒
川
左
岸
幹
線
用
水
路

◆
大
里
用
水
土
地
改
良
区

　
　
　
　



3
５
２
１-

０
４
３
３


せ
き
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●
熊
谷
市
役
所



3
０
４
８-

５
２
４-

１
１
１
１
　
●
大
里
行
政
セ
ン
タ
ー



3
０
４
９
３-

３
９-

０
３
１
１
　
●
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー
3
０
４
８-

５
８
８-

１
３
２
１

小
学
校
新
入
生
の

　
　
　
就
学
時
健
康
診
断

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

　     

9
月
25
日
発
売
開
始

石
原
・
婦
人
児
童
館

　
　
　
　  

の
臨
時
休
館

転
職
希
望
の
方
を

　
　
　
　  

支
援
し
ま
す

　
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
吹
付
仕
上
改

修
工
事
の
た
め
、
９
月
28
日
︵
木
︶

か
ら
11
月
30
日
︵
木
︶ま
で
、
臨
時

休
館
し
ま
す
。

　
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
12
月
の
利
用
申
し
込
み

は
、11
月
１
日︵
水
︶か
ら
30
日︵
木
︶

ま
で
保
育
課︵
市
役
所
２
階
︶
で
、

　
在
職
中
に
転
職
を
希
望
す
る
方

の
職
業
相
談
・
紹
介
を
無
料
で
行

っ
て
い
ま
す
。

◆
㈶
産
業
雇
用
安
定
セ
ン
タ
ー


　
3
０
４
８-

６
４
２-

１
１
２
１

◆
さ
い
た
ま
大
都
市
圏
就
職
サ
ポ

　
ー
ト
セ
ン
タ
ー


　
3
０
４
８-

６
５
８-

１
１
４
５

月
〜
金
曜
日

９
時
〜
17
時

︵
火
・
木
曜
日
は

19
時
ま
で
︶

土
曜
日

９
時
〜
17
時

㈶
産
業
雇
用

　
安
定
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
埼
玉
事
務
所

　
　



︵
さ
い
た
ま
市
︶


さ
い
た
ま

大
都
市
圏
就
職

　
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
　



︵
さ
い
た
ま
市
︶


　
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市

町
村
の
明
る
く
住
み
良
い
街
づ
く

り
な
ど
、
地
域
住
民
の
福
祉
向
上

の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

１
等
　

　
１
億
５，
０
０
０
万
円
×
26
本

前
後
賞
　
各
２，
５
０
０
万
円

２
等
　
１，
０
０
０
万
円
×
26
本


３
等
　
１
０
０
万
円
×
２
６
０
本


発
売
場
所
　
全
国
の
宝
く
じ
売
場

発
売
期
間
　
９
月
25
日
︵
月
︶〜
10

　
月
13
日(

金)


抽
選
日
　
10
月
18
日
︵
水
︶

と
　
　
き
　
　
　
　
と
　
こ
　
ろ






実
施
日




10
／
２
︵
月
︶

　
　
３
︵
火
︶

　
　
５
︵
木
︶

　
　
６
︵
金
︶

　
　
10
︵
火
︶

　
　
11
︵
水
︶

　
　
12
︵
木
︶

　
　
13
︵
金
︶

　
　
26
︵
木
︶

　


小
　
学
　
校
　
名

佐
谷
田
・
吉
岡
・
太
田

熊
谷
東

市
田

熊
谷
西
・
石
原
・
中
条
・
桜
木
・

籠
原
・
妻
沼
南

久
下

大
幡
・
大
麻
生
・
玉
井
・
秦
・
小
島

熊
谷
南
・
別
府
・
三
尻
・
奈
良
・

長
井
・
妻
沼
・
男
沼

成
田
・
星
宮
・
新
堀

吉
見

　
来
年
４
月
、
小
学
校
へ
入
学
す

る
お
子
さ
ん
の
健
康
診
断
な
ど︵
内

科
・
歯


科
・
簡
単
な
知
能
検
査
︶

を
次
の
日


程
で
行
い
ま
す
。

◆
保
健
体
育
課
　
3
内
線
３
９
０

１）最低２５年以上、保険料納付期間等が必
　要です
　○国民年金保険料を納めた期間
　○国民年金保険料の全額免除や半額免除※
　　４分の３免除※や４分の１免除※
　　学生納付特例や若年者納付猶予を受け
　　た期間　　 
　○第３号被保険者であった期間
　○厚生年金保険や共済組合の加入期間
　など合わせて２５年以上必要です。
　　※半額免除等の承認を受けた期間でも、残りの
　　　免除されない保険料を納めないと未納期間に
　　　なります。

2）原則として６５歳から受けられます
　○繰上げ請求⇒希望すれば６０歳からでも
　　減額された年金を受けられます。
　○繰下げ請求⇒希望すれば６６歳以降に遅
　　らせて増額した年金を受けられます。
　　※繰上げ請求、繰下げ請求ともに、一度決まっ
　　　た支給率（年金額）は一生変わりませんので請
　　　求は慎重にお願いします。

3）年金額は加入可能年数（４０年間）を納め
　ると７９２，１００円(平成18年度分）になります
　○４０年間保険料を納めていない場合は次
　　の式で計算されます。

   ※加入可能年数は、昭和１６年４月１日以前生ま
　   れの方は生年月日に応じて２５～３９年となって
　   います。

4）老齢年金の裁定手続きは
　○国民年金の第１号被保険者期間のみを
　　有する人⇒市 保険年金課または各行政
　　センター市民環境課
　○上記以外の人（第３号被保険者期間を
　　有する人や、厚生年金の加入期間があ
　　る人）⇒社会保険事務所

◆保険年金課　3内線277
◆大里行政センター市民環境課 
◆妻沼行政センター市民環境課 
◆熊谷社会保険事務所　3522-5211 

老齢基礎年金を受けるためには

納付月数＋4分の1免除月数×5/6＋
半額免除月数×2/3＋4分の3免除月数
×1/2＋全額免除月数×1/3
計算式


792,100円×
40年（加入可能年数※）×12

　国民健康保険税が納期限から１年間経過しても納付されないと、
次の場合を除いて被保険者証の返還を求め、資格証明書が交付さ
れます。
 ●病気、災害等により納付することができない特別な事情がある場合
 ●老人保健法に規定する医療等を受けることができる場合

 「資格証明書」とは？
　 国民健康保険の加入者（保険診療の資格を有する）であることを
  証明するもので、医療機関の窓口では全額（１０割）自己負担となり、
  後日申請により医療費の７割の払い戻しを受けることになります。
  資格証明書が交付されても納税義務は引き続き残ります。

　資格証明書交付後もさらに滞納が続くと、国民健康保険からの医
療費の払い戻し・出産育児一時金・葬祭費等が一時差し止められた
り、差し止められた給付額から滞納分の国民健康保険税を差し引く
こともあります。
　国民健康保険税の滞納は、国保被保険者の皆さんに迷惑をかける
ことになります。きちんと納めましょう。なお、納付できない事情
があるときは保険年金課・納税課にご相談ください。

◆資格証明書に関すること　保険年金課　3内線276
◆国民健康保険税の納税相談に関すること　納税課　3内線259

国民健康保険税の納め忘れはありませんか
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まちの駅くまがやまちの駅くまがやまちの駅くまがやまちの駅くまがやまちの駅くまがや

道の駅めぬま道の駅めぬま道の駅めぬま道の駅めぬま道の駅めぬま

 　と　  き

9/ 7（木）～19（火）

9/21（木）～26（火）

9/28（木）～
　　　  10/10（火）
9/30（土）
  15：00 ～17：00

　　　　　内　　　　　  容
  まちの駅ギャラリー　榎本太一写真展　
　　　　　　　 　「ベストフラワー・ベストスカイ」
  まちの駅ギャラリー　杉浦淳子
　　　　　　　　　昔着物と和布小物展示即売会
  まちの駅ギャラリー　うひょひょカズヤとおほほヒロシ
　　　　　　　　　の水きり写真展
  あついぞ！まわるぞ！　ベーゴマ大会
  昔あそびもあるよ！べーコマ初心者も大歓迎　

宮本町254（上熊谷駅隣）
3524-1722

■［アグリパーク］ 3567-1212 
                             開設時間10：00～18：00   6日（水）休館
■［めぬま物産センター］ 3588-0090  
                             開設時間  9：30～18：00　休館なし

　   と    き
9/10（日）
9：00～17：00
9/16（土）



①10：30～



②14：00～

10/8（日）
10：00～
           16：00

　　内 容・費 用

雑貨・衣類等の
       　   フリーマーケット
①ハンギング（午前）
②寄せ植え（午後）  
費用：各3,000円（昼食または軽食付き）

 催し・講習会

フリーマーケット

ガーデニング
           講習会

家庭ごみの収集日

 燃えるごみの収集日
【東コース】月・木曜日　【西コース】火・金曜日

ごみ袋…透明袋・半透明袋(レジ袋も可)

 燃えないものの収集日

※車両火災を防ぐために　内容物（ガス）が残っている
　スプレーカン・カートリッジボンベが収集車の中で発火

  する事故が『不燃ごみの日』に頻発しています。スプレ

　ーカン、カートリッジボンベは『ビンの日』に収集しま

　すので、使いきってから必ず穴をあけ、ビンとは別にし

　て透明袋で出してください。
※有害ごみ（蛍光管、乾電池、カガミ、体温計）は、 市役所

  （地下入口横）、行政センター、登録された自治会館や地

　区集会所などに設置してある回収箱へ出してください。

 資源物（紙類）と粗大ごみの収集日
　市内を５つの区域に分けて、それぞれ決まった曜日（毎
　週１回）に収集します。
※お住まいの区域の収集日が何曜日に該当するのかは、

　「熊谷市くらしのカレンダー」３０ページをご覧ください。

　    ◆環 境 美 化 セ ン タ ー　3５２４-７１２１
　  ◆大里行政センター市民環境課　3０４９３-３９-４８０２
　  ◆妻沼行政センター市民環境課　3５８８-９９８８

　     収　　 集　　 日

9/ 6 （水）、10/ 4 （水）
9/13（水）、10/11（水）
9/20（水）、10/18（水）
9/27（水）、10/25（水）

　　 種　　　 類

不燃ごみ
資源物（カン）
資源物（ビン）
資源物（ペットボトル）

弥藤吾720

第5回
　  菓子まつり

昔なつかしい「突貫豆」（ポ
ン菓子）の無料配布をはじ
め、お菓子の半額セール、和
菓子の実演販売など、楽しい
イベントが盛りだくさん。

農業委員会委員一般選挙当選人

農業委員会委員一般選挙（結果）
　８月６日に行われた熊谷市農業委員会委員一般
選挙の結果をお知らせします。第３選挙区で投票
が行われ、即日開票の結果、次のとおり当選人が
決定しました。なお、その他の選挙区は立候補者
が定数を超えないため無投票当選となりました。

第１区（定数９）

※立候補届出順

第２区（定数８）

※立候補届出順

第３区（定数８）

※得票順

第４区（定数５）

※立候補届出順

矢田堀房雄
小林　朝眞
野口　長一
松本　　丈
栗原　庄一
浅見　五兵
　本　秀男
原口　　卓
松　　弘一
内田　清司
　野　覺也
北　　榮治
清水　貞雄
岡部　文仲
八木原敏夫
　橋　重雄
沼上　芳夫
市野瀬斤三
掛川　哲男
茂木　友秀
森　　宏志
黒澤　勝也
戸井田　一
青木　福永
小林　一　
金子　冨夫
村松　　一
小貝　富雄
本部　文雄
久保田修司

上奈良
久保島
下奈良
大麻生
東別府
玉井
拾六間
西別府
石原
下川上
上中条
肥塚
原島
太井
上川上
上中条
佐谷田
弁財
永井太田
善ヶ島
弥藤吾
飯塚
上須戸
間々田
妻沼小島
津田新田
箕輪
津田
小泉
万吉


選　挙　区



　　　

氏　　　名　











住　
　所

ダイオキシン類の測定結果
　熊谷衛生センターの排ガスに含まれるダイオ
キシン類を測定（平成18年5月実施）したとこ
ろ、次のとおりでした。

用語の解説
ｎｇ：ナノグラムと読み、ナノとは、１０億分の１を示します。
TEQ：毒性等価換算濃度（Toxic Equivalents）の略で、
　多くのダイオキシンの中から、最も毒性の強いダイオキ
　シン類を１と換算して表した濃度を示します。
㎥Ｎ：ノルマル立方メートルと読み、気体は温度や圧力に
　より体積が変化するので、０℃、１気圧に換算した状態を
　Ｎで表現したもので、そのときの気体の体積を示します。

◆大里広域市町村圏組合立熊谷衛生センター
　　　　　　　　　　　　　　 3532-2021

測  定  施  設               　   濃　　 　  度　

第１工場

第２工場

１号炉

２号炉

１号炉

２号炉

０.０４８

０.０００４０

０.００６６

０.００４８

国の排出基準は、平成14年12月1日から第１工場は１ｎｇ
-TEQ／㎥Ｎ、第２工場は５ｎｇ-TEQ／㎥Ｎ以下です。

濃度単位：ng-TEQ/㎥N

決められた日に、8時30分までに出してください。
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◆選挙管理委員会事務局　3内線397

※ は入場が有料のイベントです。
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くらしの

情報情報
Information

催　し催　し

●熊谷市役所　3048-524-1111
　http://www.city.kumagaya.lg.jp/

●大里行政センター
　　　　　　　30493-39-0311

●妻沼行政センター
　　　　　　　3048-588-1321

第４回大里郡市人権フェスティバル
  集まろう「出会い・ふれあい・交流」

とき　10月21日（土）
ところ　熊谷文化創造館さくらめいと
参加費　無料
内容　記念講演（講師：露の新治氏
   〈落語家〉）・舞台演芸・外国人ト
　ーク・抽選会 ほか
◆人権政策課　3内線262

 熊谷市戦没者・ 戦災死没者追悼式

とき　10月13日（金）
　10：00～11：30

  

ところ

松風庵

  講師（流派）

柴田宗光先生

（表千家）

　　　　会　　　　　場

熊谷会館

熊谷文化創造館さくらめいと

コミュニティセンター

オープンギャラリー
（八木橋百貨店８階）

市民ギャラリー
（アズ熊谷６階）

市民ホール

文化会館

緑化センター

妻沼展示館

勤労会館

星渓園

荒川公民館

　　  と　　　  き
 9 / 3（日）
 9 /10（日）
10/18（水）
11/19（日）
11/23（木・祝）
 9 /17（日）
 9 /30（土）
10/29（日）
12/ 3（日）
11/26（日）
 9 /28（木）～10/3（火）
10/ 5（木）～10（火）
11/ 9（木）～14（火）
10/12（木）～16（月）
11/ 1（水）～ 5（日）
11/18（土）～23（木・祝）
10/ 4（水）～ 9（月・祝）
10/ 8（日）
10/ 8（日）～10（火）
10/14（土）・15（日）
10/22（日）
10/31（火）～11/5（日）
11/ 3（金・祝）
11/ 6（月）～13（月）
11/12（日）
11/20（月）
11/23（木・祝）
10/14（土）
10/21（土）
10/22（日）
11/ 3（金・祝）～5（日）
11/ 5（日）
10/19（木）～22（日）
10/21（土）
11/14（火）～11/19（日）
10/ 1（日）
10/15（日）
11/3（金・祝）
11/ 4（土）
11/12（日）

 時　　  間
16：00～19：00
10：30～16：00
18：30～21：30
14：00～18：00
14：00～18：30
13：30～16：00
14：30～16：15
14：00～16：00
14：00～16：00
13：00～17：00
10：00～18：00
10：00～19：00
10：00～19：00
10：00～18：00
10：00～17：00
10：00～18：00
10：00～17：00
 9：00～17：00
 9：00～17：00
10：00～15：00
 9：00～17：00
 9：00～18：00
18：00～21：30
 9：00～17：00
10：00～17：00
13：00～17：00
13：00～16：30
13：15～16：30
10：00～17：00
11：00～16：00
 9：00～17：00
 9：00～17：00
 9：00～17：00
10：00～12：00
 9：00～17：00
 9：00～18：00
 9：00～17：00
 9：00～17：00
13：00～16：00
13：00～16：30

　　　　   行　　　　 事　　　　 名
文月玲バレエスタジオ第９回発表会
熊谷市民謡民舞連合会第２４回大会
虹の演劇鑑賞会第１１３回例会民藝「明石原人」
矢野美登里エコールドウバレエ第４８回発表会
第５７回間瀬バレエスタジオ発表会
ゼンガークライス第１５回定期演奏会 ※
小川明子アルトリサイタル ※
熊谷吹奏楽団第２９回定期演奏会
雅会コンサートVOL.７
群緑短歌会短歌大会
籐工芸作品展
朱麦会絵画展
全日本写真連盟熊谷支部写真展
白陽会写真展
熊谷水彩クラブ作品展
熊谷市書人連盟書作展
いけばな教授会いけばな展
熊谷川柳道の会川柳大会
第５６回公募洸風会書道展
埼玉文学倶楽部ふるさと文藝展
熊谷市俳句連盟秋季俳句大会
かえる会絵画展
あやめダンス会パーティー
第１１回ふれあい書道展
熊谷声友会観世流謡曲素謡会
きさらぎ俳句大会
熊谷山草会文化講演会
第３１回楽しいビデオと８ミリ映画の集い
第３５回淡彰会民謡発表会
第２７回熊谷市三曲協会演奏会
第３３回熊谷美術愛好会展
熊谷市芸能祭
熊谷山野草会秋の山野草会
熊谷親と子のよい映画を観る会映画会
第２０回墨友会水墨画作品展
秀幸江会民謡発表会
熊谷市吟詠連盟第６８回詩吟詩舞大会
熊谷茶道協会秋の文化祭茶会 ※
相思樹俳句会
曙俳句会

平成18年度  熊谷市文化祭
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ところ　埼玉県熊谷会館

※一般市民の方の受付も行います。 

◆福祉課　3内線295

　 星渓園で楽しいお茶会

費用　３００円  

定員　５０人

申し込み　当日、星渓園で受付
   （１５：３０まで）　
◆社会教育課　3内線394

◆社会教育課　3内線389

とう

く  ら   ぶ

   と　き

9/17（日）

13：00

～16：00



●熊谷市役所

3048-524-1111


募　集募　集

と　　　 き　　　　   内　　容

 9 月19日（火）

  10：00～11：30

       28日（木）

  10：00～11：30

10月12日（木）

  10：00～11：30

       28日（土）

   9：35～

11月6日（月）～10日（金）

  10：00～12：00

学校体験
（小学部）

学校体験
（中学部）

高等部説明会

文化祭

学校公開週間

まつ たけ 

　  埼玉県民芸術文化祭２００６
ウィンドオーケストラin熊谷

　小・中学校、高校の吹奏楽部や

社会人による吹奏楽等の演奏会です。　

とき　10月7日（土）

　12：15～16：30

ところ　熊谷文化創造館さくらめ

　いと 太陽のホール

入場料　無料

◆社会教育課　3内線389

       おしゃべりひろば

　市内に住む外国人の方々が、思

い思いにおしゃべりする場です。

日本人の方も参加できます。

とき　10月12日（木）・11月9日（木）

　10：00～14：00

※昼食の必要な方はご持参くだ

　さい。

ところ　緑化センター 和室

◆広報広聴課　3内線220       

  荒川大麻生公園
      自然ふれあいイベント

●わくわく野あそび隊

  「たまには親子で虫さがし！バ

　ッタと遊ぼう」

とき　9月17日（日） 

　10：00～12：00（雨天中止）

費用　大人 ３００円 

　　　小学生以下 １００円 

持ち物　飲み物、帽子、虫メガネ、

　可能であれば図鑑

●生きもの元気隊

 「バッタのために良いことしよう！

　作戦」

とき　9月28日（木） 

　13：00～16：00（雨天中止）

  「カワセミとトンボのために良

　いことしよう！作戦」

とき　9月30日（土） 

　13：00～16：00（雨天中止）

費用　大人 ２００円 

　　　小学生以下 １００円 

持ち物　軍手、飲み物、タオル、

　可能であれば鎌

※作業ができる服装

市報くまがや  平成18年（2006）9月  16

各イベント共通
ところ　荒川大麻生公園（多目的
　広場駐車場に集合）
申し込み　電話で下記へ。
◆（財）埼玉県生態系保護協会
　3０４８-６４５-０５７０

 さいたま防犯・交通安全フェア

内容　①防犯グッズ、防犯機器等
　の展示　②交通安全グッズの展
　示、交通安全体験車の展示・体験
　③防犯や交通安全指導寸劇の上演
　④県警音楽隊による演奏 など　
費用　無料
◆県 県民防犯推進室　3０４８-８３０-２９４０
　県 交通安全課　3０４８-８３０-２９５８

  県立東松山養護学校
　　　      からのお知らせ

対象　保護者、学校関係者、幼稚
　園・保育園関係者 など

申し込み　電話で下記へ。
◆東松山養護学校　3０４９３-２４-２６１１

  森田義史ピアノリサイタル
 第２回 夢とロマン・世界への旅立ち

とき　10月14日（土）　
　13：30開場　14：00開演
ところ　熊谷文化創造館さくらめ
　いと 太陽のホール 
料金　全席自由　２,０００円  
◆籠原商工振興会（山田） 3５３２-６６３８

よし  ふみ

　　高齢者趣味の作品展

とき　11月28日（火）～30日（木）
　9：00～17：00
ところ　市役所１階ホール
展示品　書・絵画・写真・俳句・
　短歌・川柳・手工芸品
出品者資格　市内在住でおおむね
　６０歳以上の方
申込方法　長寿クラブを通して
申込期限　１０月２７日（金）
※出品者多数の場合は抽選。
◆長寿いきがい課　3内線290

 第２回こどもエイサー教室　
           参加者募集 

対象　小・中学生
とき　10月20日（金）・23日（月）・
　25日（水）・ 27日（金）・ 11月
　3日（金・祝） 16：00～17：45
ところ　妻沼中央公民館
費用　無料
定員　各日先着３０人
申し込み　電話でわらしべの里共
　同保育所 （3５８８-７９７０）へ。
◆社会教育課　3内線394

     第１７回｢太田松茸道中｣
            参加者募集

とき　10月1日（日）

◆妻沼行政センター産業課

 県民グライダー搭乗会参加者募集

対象　県内に住む１５歳以上の健康
　な方（中学生は除く）

種 別　 ①全行程の部　 ②歓迎連の部

太田市～聖天様

中学生以上

8：30～

太田市社会教育
総合センター

無料

太田市青少年団
体連絡協議会事
務局（太田市教
育委員会青少年
課内 3０２７６-４７
-１８４７）へ。

9月15日（金）

  刀水橋～聖天様

 ２０歳以上

 12：30～

  妻沼聖天山　
  こもり堂

  ２，０００円

  参加費を添えて

  妻沼聖天山寺務所

 （3５８８-１６４４）へ。

  9月29日（金）

行   程

対   象

時   間

集合場所

参加費

申し込み

申込期限

と　　　 き　　　　   と  こ  ろ

 9 月17日（日）
  11：00～17：00

 　　18日（月・祝）
  10：00～16：00

さいたま新都心
駅改札前自由
通路等


●妻沼行政センター


3048-588-1321
●大里行政センター
30493-39-0311

◆男女共同参画室
　〒３６０-００３７　筑波３丁目２０２番地（ティアラ２１ ４階）　
　熊谷市男女共同参画推進センター「ハートピア」内 
　3５９９-００１１　FAX５９９-００１２
　　 Eメール   danjokyodo@city.kumagaya.lg.jp

  第２回さいたま輝き
　   荻野吟子賞候補者募集

対象　男女共同参画に取組んでい
　る県内在住・在勤または県出身
　の個人か県内在所の団体・事業所
申し込み　１０月３１日（火）までに
　推薦書を県 男女共同参画課へ。 
※推薦書の用紙は、県 男女共同参
　画課、Wｉｔｈ ｙｏｕさいたま、各県
　地域創造センターにあります。
　県ホームページからもダウンロ
　ードできます。
◆県 男女共同参画課　3０４８-８３０-２９２１

「熊谷まちかど観光案内所」の募集

　市内を散策する市民やマイカー
利用の観光客に対するサービスの
向上のため、観光案内をしていた
だける事業所等を募集します。対
象事業所は、国道沿線、観光スポ
ット周辺の土・日曜日に営業して
いる事業所です。
　詳しくは、市ホームページをご
覧いただくか、下記へお問い合わ
せください。
◆熊谷市観光協会（商業観光課内）
　3内線312

  熊谷フリーマーケット・
  南本町フェスティバル出店者募集

とき　11月3日（金・祝） 
　9：00～16：00（小雨決行）
ところ　本町商店会・南本町商店
　街周辺（国道１７号南側・南本町通り）
出店料　１，５００円
申込締切　９月３０日（土）必着
申込方法　ハガキに郵便番号・住
　所・氏名（代表者）・電話番号
 （携帯含む）・販売予定品を記入
　の上、実行委員会まで。
※隣同士で出店希望の場合は隣同士希望
　の有無と、相手の名前も記入ください。
※１人１通に限ります。

※当落の通知は、１０月初旬に郵送
　でお知らせします。
《出店者説明会》 必ず出席してく
　ださい。
とき　10月21日（土）午前中
ところ　勤労会館 大ホール
◆熊谷フリーマーケット実行委員会
   （杉浦書店内）
　〒３６０-００４２ 本町１-１４３　3０９０-２２０９-９３５５
※問い合わせは、１０：００～１７：００

      はぴウェーブフェスタ 
リサイクルバザール参加者募集

とき　11月3日（金・祝） 10：00～
　16：00（通行止め8：00～18：00）
ところ　熊谷駅西通り商店街
費用　１，０００円（１区画３ｍ×３ｍ、 ２
　区画まで）
※参加者は物品販売のみ、飲食関
　係は不可
申し込み　出店料を持参し、１０月
　２７日（金）までに申込用紙の用意
　してある下記店舗へ（定員にな
　り次第締切）。
◆オオハシ　3５２１-１２２３
※受付・問い合わせは１３：００～１５：００

外国人による日本語スピーチ
　　　  コンテスト見学者募集

　市内および近郊の外国人の方が、
日本に住んで感じていることなど
をスピーチします。異文化につい
て学ぶと同時に日本の再発見をし
ませんか。
とき　10月29日（日）
　13：00～16：30
ところ　商工会館 大ホール
◆広報広聴課　3内線220

 自衛隊機 体験搭乗者の募集

とき　10月21日（土）　9：00～
ところ　航空自衛隊熊谷基地
申し込み　ハガキに郵便番号・住
　所・氏名・年齢・職業を記入し、
　９月３０日（土）までに下記へ。　
※応募多数の場合は抽選
◆航空自衛隊熊谷基地 広報室　
　3５３２-３５５４　内線303
　〒３６０-０８４６　拾六間８３９

とき　10月14日（土） 9：00～
　16：00
ところ　妻沼グライダー滑空場
費用　１，０００円（保険料等）
定員　１５人（抽選・１世帯１人）
申し込み　ハガキに、住所・氏名
　・生年月日・電話番号を明記し、
　９月２２日（金）（消印有効）までに
　下記へ。
◆妻沼行政センター産業課
　〒３６０-０２９２　弥藤吾２４５０

熊谷市赤十字奉仕団団員募集

　赤十字事業を支えながら、一緒
にボランティア活動をしていただ
ける方を募集しています。
内容　献血運動の手伝い、福祉施設へ
　の慰問、街頭募金、救急法研修 など
◆福祉課　3内線295

男女共同参画の推進に関する
取組みを積極的に実施している
市民または事業者を表彰します

対象　次の①から④までのいずれ
　かに該当する市民または事業者
   （事業者とは、市内において事業
　を行う個人および法人その他の団
　体をいい、公的機関は除きます。） 
　①男女共同参画の推進に関する取
　　組みを積極的に実施しているもの
　②女性の能力活用や職域拡大の
　　ため、積極的な取組みを実施
　　しているもの
　③家庭生活および社会生活にお
　　ける活動を両立できる環境整
　　備の推進に尽力したもの
　④その他男女が共同して参画す
　　ることのできる環境づくりに
　　積極的に取組んでいるもの　　
応募方法　１０月３１日（火）までに、
　応募用紙（自薦用）または推薦書
  （他薦用）に必要事項を記入し、
　男女共同参画室へ提出してくだ
　さい。市ホームページでもダウ
　ンロードできます。
発表　被表彰者への連絡をもって
　発表とします。市報、市ホーム
　ページ等で被表彰者名およびそ
　の取組みを公表します。　　　　
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●熊谷市役所

3048-524-1111


 手作り炭酸まんじゅう教室

　地粉を使って "手作りまんじゅう"
を作ってみませんか。
とき　9月25日（月）13：30～16：00頃
ところ　農業活性化センター「アグリメイト」
参加費　３００円
講師　ＪＡくまがや女性部
定員　２０人（抽選）
申し込み　往復ハガキ（１人１通）
　に郵便番号・住所・氏名・電話
　番号を明記し９月１９日（火）まで
　に下記へ。
◆農業振興課　3内線442

　　 茶道（後期）講習会 

対象　県内に在住または在勤の勤労者
とき　10月2日～12月4日の月曜日 
　※10月9日(月･祝)は除く 
（全９回）18：30～20：30
ところ　勤労青少年ホーム
内容　茶道入門
定員　先着１５人
受講料　３,０００円  
◎ふくさ、扇子、懐紙をお持ちの
　方は持参してください。
申し込み　９月１２日（火）９：００から
　電話で下記へ。
◆勤労青少年ホーム　3５２３-３１２２

　きもの着付(前期)講習会 

対象　県内に在住または在勤の勤労者
とき　10月11日～12月6日の水曜日
  （全９回）18：30～20：30 
ところ　勤労青少年ホーム
内容　１人で着付（お太鼓結び）が
　できるまで
定員　先着２０人
受講料　２,０００円  
準備する物 　きもの一式
申し込み　９月１１日（月） ９：００から
　電話で下記へ。
◆勤労青少年ホーム　3５２３-３１２２

    フラワーアレンジメント 
        （後期）講習会

対象　県内に在住または在勤の勤労者
とき  10月17日～11月14日
　の火曜日（全５回）
　18：30～20：30
ところ  勤労青少年ホーム

内容　フラワー デザイン 
定員　先着１５人
受講料　９,０００円  
申し込み　９月１１日（月） ９：００から
　電話で下記へ。
◆勤労青少年ホーム　3５２３-３１２２

　　 華道（後期）講習会 

対象　県内に在住または在勤の勤労者
とき　10月11日～12月27日の
　第２・４週の水曜日 （全６回）
　19：00～20：30
ところ　勤労青少年ホーム
内容　華道入門　　　
定員　先着１５人
受講料　７,０００円  
申し込み　９月１２日（火）  ９：００から
　電話で下記へ。
◆勤労青少年ホーム　3５２３-３１２２

　　　  手話講習会

内容　初級コース：過去に入門コ
　ースを修了した方、またはこれ
　と同程度に手話のできる方向け
  （入門レベル４０時間相当の手話経験者）
対象　市内に在住・在勤・在学で
　高校生以上の方
とき　10月27日～12月22日
　および平成19年1月5日～3月
　16日の金曜日。ただし、一部
　木曜日あり。（全２０回）
　19：00～21：00
ところ　障害福祉会館
定員　１０人程度
受講料　無料 
申込方法　ハガキまたは申込書に
　住所・氏名・年齢・性別・職業
 （在勤地または在学地を明記）・
　電話番号・過去の手話講習会の
　受講状況（受講の有無、受講有
　の場合は受講したコースと年度）
　を記入して下記へ。
※申込書は、障害福祉課（市役所１階）
　にあります。
※受講の可否を本人あてに通知し
　ます。
申込期限　９月２９日（金）必着 
◆障害福祉課　3内線287 
　FAX５２４-８７９０
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講　習講　習

　　　男性セミナー

  『経産省の山田課長補佐、ただ
いま育休中』の著者である、山田
正人さんの笑いあふれるエピソー
ドや、子育て中に感じ、考えた男
性の子育てについてのお話です。
対象　市内在住・在勤・在学の方（女性の参加も可）　 

ところ　男女共同参画推進センター
 「ハートピア」会議室 
定員　先着４０人 
申し込み　９月８日（金）から男女
　共同参画室へ。
※保育（２歳以上の未就学児）をご希望の
　方は申し込みの際、お申し出ください。
◆男女共同参画室　3５９９-００１１

         農業女性研修会

　農業女性が、健康で生きがいの
ある生活を送るための研修会です。
対象　どなたでも参加できます。
とき　9月11日（月） 13：30～
ところ　めぬま農業研修センター
  （妻沼行政センター北側）
参加費　無料
内容  「豊かな人生を送るために」
　～見つめよう、あなた自身の大切なからだ～
講師　斉藤久江氏（保健師）
◆妻沼行政センター産業課

　  初級スペイン語教室

とき　10月13日～11月24日の毎週金
　曜日（全６回）　19：00～20：30
ところ　緑化センター ほか
定員　２５人（抽選）
講師　外国人講師
費用　３,０００円（ただし国際交流
　協会会員は２,０００円）
申し込み　９月２５日（月）までに、ハ
　ガキ（１人１通）に講座名・郵便番号・
　住所・氏名（ふりがな）・年齢・電話番
　号・会員の方は会員と明記し下記へ。
◆広報広聴課　3内線220

    と　 き

9月23日（土・祝）
13：30
　 ～15：00

     テーマおよび講師

  ＜講演・意見交換＞
  テーマ｢ただいま育休中｣
  山田正人氏（経済産業研
  究所総務副ディレクター）


●妻沼行政センター


3048-588-1321
●大里行政センター

30493-39-0311
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試　験試　験

ところ　深谷市高齢者福祉・青少
　年活動複合施設もくせい館
講師　新井 茂氏
内容　料理教室（和食）
参加費　無料
定員　先着１５人程度
申込期限　９月２１日（木）
申し込み　下記へ。
◆大里障害者生活支援センター
　3５２８-３６２０　FAX５２８-３６１９

   認知症高齢者介護講習会

とき　9月28日（木）
　14：00～16：00
  （開場13：30～）
ところ　熊谷文化創造館さくらめ
　いと 月のホール
講師　中川洋子氏（音楽療法士）
演題  「認知症高齢者介護に音楽
　療法を取り入れて」
定員　先着２００人
費用　無料（申し込み不要）
◆県立循環器・呼吸器病センター
 （佐川みゆき） 3５３６-９９００

  　 シルバーさんのお勉強会
    やさしい介護服つくり
　羽織でロングベストを作りましょう。
対象　６０歳以上の方
とき　10月4日（水）、 6日（金）、
　11日（水）、13日（金）、25日（水）
　 （５日間） 
　9：30～12：00 
ところ　勤労会館３階会議室 
定員　２５人
費用　無料
持ち物　羽織（一日目に説明）、  簡単
　な裁縫道具
申し込み　９月２９日（金）までに、
　ハガキに住所・氏名・年齢・電話
　番号を明記し下記へ。
◆（社）熊谷市シルバー人材センター 
　〒３６０-０８１６　石原１４０１番地５ 
　3５２４-２８１０

 　　熊谷桜 接木講習会 

とき　9月10日（日） 13：30～
ところ　緑化センター２階　研修室
講師　小山 徹氏（〈財〉日本花の会）

　　と　　き　

9月26日（火）
　13：00～17：00 

10月28日（土）
　13：00～17：00　

第
１
回    

第
２
回

     と   こ   ろ

熊谷地方庁舎大会議室

深谷公民館大会議室

参加費　２,０００円（接木台木代・保険料）
定員　先着２０人
申し込み　電話で下記へ。
◆桜ファンクラブ（横田） 3５２２-８７３９

「マンション管理士・管理業務主任」
　　　 直前答練講座

とき　9月20日～11月8日の毎週
　水曜日（全8回） 
　18：30～20：45
ところ　埼玉県労働会館（さいたま市）
定員　６０人
費用　１２，６００円（教材費別途）
申し込み　９月１日（金） １３:００から
　電話で下記へ。
◆埼玉県労働会館　3０４８‐８３２‐２１５１
　ホームページ：http://www.rokan.jp/

  下水道排水設備工事
　　       責任技術者試験

　試験は２年に一度です。来年度

の試験はありません。

とき　11月19日（日）

ところ　県立進修館高等学校（行田市）

受験資格　試験の実施日において

　年齢が満２０歳以上で、次のい

　ずれかに該当する方

　① 高等学校の土木工学科または

　　 これに相当する課程を修了し

　　 て卒業した方

　② 高等学校を卒業した方で、排

       水設備工事等の設計または施

       工に関し、１年以上の実務経

       験を有する方

　③ 排水設備工事等の設計または

       施工に関し、２年以上の実務

       経験を有する方

　④ その他、①から③に準ずる方

申し込み　１０月２日（月）～１３日（金）

   （土、日曜日・祝日を除く）に下水道課へ。

※受験案内は９月４日（月）から下水

　道課で配布します。詳しくは受

　験案内をご覧ください。

◆下水道課　3５２１-０５５６

　箱田５丁目１３番１
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中
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ス
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室
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  やさしいお店プロジェクト　
   第1回接客士認定講習会 

　介助が必要な高齢者や障害者等

の気持ちを理解し、技術をもって

接客できる店主・店員を「接客士」、 

お店を「やさしいお店」として認

定します。

※４日間すべてに参加できる方が

　対象。

受講料　１,０００円  

定員　先着５０人

申し込み　電話でNPO法人 IKG

　コミュニティ（3５２７-１８２１）へ。

◆商業観光課　3内線477

   難病患者等
   ホームヘルパー養成研修

対象　ホームヘルパー資格２級以

　上の方および履修中の方、介護

　福祉士

定員　各回４０人

申し込み　電話で下記へ。

申込期限　第１回　９月２０日（水）

　第２回　１０月２０日（金）

◆熊谷保健所 保健予防推進担当　

　3５２３-２８１１

  「障害者料理教室」
　              　参加者募集

対象　大里地域在住の身体障害の
　ある方、および障害者の支援に
　関わる方
とき　9月24日（日）
　11：00～15：00

　　 と　　　き　

 9 月13日（水）
　18：00～21：00 

       27日（水）
　18：00～21：00

10月11日（水）
　 9：00～12：00または
　13：30～16：30 

       25日（水）
　18：00～21：00

   と こ ろ

熊谷会館

熊谷地区消防
本部

熊谷会館
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１
日
目  

２
日
目    

３
日
目    

４
日
目



●妻沼行政センター


3048-588-1321
●大里行政センター

30493-39-0311
●熊谷市役所

3048-524-1111


スポーツスポーツ
 第５４回市民登山・篭ノ登山
      (上信越高原国立公園）
対象　小学５年生～一般（ただし
　小・中学生は保護者同伴）
とき　10月14日（土）
定員　先着４０人
参加費　９，０００円（交通費・保険料等）
　ただし、中学生以下８，０００円
　　　　   ※必ず出席してください。
とき　9月30日（土） 19：00～21：00
ところ　熊谷文化創造館さくらめいと
申し込み　９月７日（木）～２８日（木）に参
　加費を添えて保健体育課または教育
　委員会大里事務所・妻沼事務所へ。
◆保健体育課　3内線391

　　　少林寺拳法教室
 （１０月～１１月に開講するもの）

対象　小学生～一般
定員　先着３０人（各会場、各期）
参加費　小・中学生　１,０００円　
　一般　２,０００円（保険料等）

申し込み　９月１５日（金）から参加費
　を添えて保健体育課または教育
　委員会大里事務所・妻沼事務所へ。
◆保健体育課　3内線391

　会　 場

熊谷会場（太井）

熊谷西会場（大麻生小）

妻沼会場（武道館）

　　 と　き・回　数
2期：11月1日～29日  月･水･金曜日　
　　　19：00～20：30　全12回
2期：11月6日～27日  月･金曜日　　 
　　　19：00～20：30　全7回 
5期：10月2日～11月13日  月･金曜日
　　　19：00～20：50　全11回
6期：11月17日～1月15日  月･金曜日 
　　　19：00～20：50　全11回 

  リズム体操初心者講習会
  ～リズムに乗って楽しく体操～

対象　一般男女
とき　10月16日（月）・23日（月）・30日（月）
  （全３回） 13：30～15：30　
ところ　市民体育館剣道場
参加費　５００円（保険料等）
定員　先着４０人
申し込み　９月１１日（月）から参加費
　を添えて市レクリエーション協会
　事務局（保健体育課内）または教育委
　員会大里事務所・妻沼事務所へ。
◆保健体育課　3内線391 

 少年少女バレーボール教室

対象　小学３～６年生の男女
とき　11月5日～平成19年2月
　18日の日曜日（全１５回）　
　9：00～12：00
会場　熊谷西・石原・佐谷田・新堀
　・吉岡小学校各体育館
※ただし、２月１８日（日）は各教室の
　交流大会を開催予定。
定員　先着９０人
費用　２，０００円（保険料等）
申し込み　９月１５日（金）から費用
　を添えて保健体育課または教育委
　員会大里事務所・妻沼事務所へ。
◆保健体育課　3内線391

熊谷運動公園屋内プ－ル「アクアピア」
　　　 水泳教室開催

対象　 高校生以上
とき　 9月11日～10月6日
　月・水・金曜日（全１０回、９月
　２７日・２９日は除く）実施

クラス

初心者

初級Ａ

初級Ｂ

　 時　間

13:30～14:30

13:30～14:30

14:30～15:30　

　   備　　　考
初めての方、まったく
泳げない方 
息つぎができない方 
息つぎして２５ｍ泳げ
る方

定員　各クラス先着３０人 
費用　保険料１,５００円、入場時に
　屋内プール利用券等。なお、講
　習料は無料です。
申し込み　９月４日（月） ９：００から
　費用を添えて下記へ。ただし、
　電話での申し込みはできません。　
◆熊谷運動公園屋内プール事務室 
　3５３３-９１００

  総合型地域スポーツクラブ
「ピースふぁいぶるクラブ」
交通安全教室とスポーツ体験会

対象　どなたでも参加できます。
 （小学生以下は保護者同伴）
とき　9月17日（日）　
　①13：00～15：00
　②15：00～16：40
ところ　市民体育館
内容　①交通安全教室（交通安全
　体験車「サイトくん」試乗）
　②スポーツ体験会（卓球、バドミン
　トン、フライングディスクなど）
※上記のほかに、文化サークルの作品展
  （草木染、絵手紙、陶芸等）があります。
参加費　２００円（保険料等）
申し込み　当日、現地で受付
持ち物　体育館シューズ等
問い合わせ　｢ピースふぁいぶる
　クラブ｣（代表・中村） 
　3５２１-１３２５
 ◆保健体育課　3内線391 

バレーボール
剣道 
柔道
ソフトテニス
相撲

卓球
バドミントン

グラウンドゴルフ

スケート

スキー

少林寺拳法

市民体育館 ほか

市民体育館

市民体育館

熊谷運動公園テニスコート

熊谷運動公園相撲場

市民体育館

彩の国くまがやドーム体育館

別府沼公園

日光霧降スケートセンター

新潟県八海山麓スキー場

大里体育館

平成１８年度　熊谷市総合体育大会日程表（１０月下旬以降）
　種　　  目　　　　   会　　　     場　　　　     期　　  日　　　　　連　  絡　  先

10/22（日） 

10/28（土） 

11/3（金・祝）

11/3（金・祝）

11/3（金・祝）

11/4（土）・5（日） 

11/12（日） 

11/23（木・祝）

12/17（日） 

平成19年1/7（日）

11/5（日）

廣川

鶴間

  森　

松本

三角

仲内

荒井

藤井

柴田

神沼

松本

533-4786 

525-3412 

523-3354（熊工高） 

521-1129 

532-3441 

524-3728 

090-1733-3194 

521-3713 

523-3766 

524-8381 

0493-39-1783

屋
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  募集項目　 

防衛大学校学生 

防衛医科大学校学生 

看護学生

　受　付

9月8日（金）～

　　　29日（金）

　  試　　験　 

11月11日（土）・12日（日） 

11月4日（土）・5日（日） 

10月15日（日） 

           自衛官募集

受験資格　防大・防医大学生：高
　卒（見込含む）２１歳未満の方  
　看護学生：高卒（見込含む）２４歳
　未満の方
※問い合わせ、願書・資料の請求は下記へ。
◆自衛隊埼玉地方連絡部 熊谷募集事務所
　3５２２-４８５５

［説明会］

かご の  とう

（注１）9月の行政書士相談は、風俗営業、飲食店営業、深夜営業許可等についてです。

●各種相談 お気軽にご利用ください。（秘密厳守・無料）

月～金曜日、第1・3土曜日
（祝日は除く）

 9 /15（金）

 9 /22（金）・10/27（金）　

 9 /13（水）・20（水）
10/11（水）・18（水）

　相　談　名

法　　　　　律

税　　　　　務

行　　　　　政

登　



　　　記

行政書士（注１）

不　　動　　産

住　　　　　宅

消　費　生　活

金融よろず相談
(中小企業向け)

特　設　人　権

生　活　相　談

　 　 問 い 合 わ せ

市民相談室
　3524-1111　内線460・461
妻沼行政センター総務税務課
　3588-1321　内線305

市民相談室3524-1111

内線460・461

妻沼行政センター総務税務課3588-1321

内線304

大里行政センター総務税務課
　30493-39-0311

妻沼行政センター総務税務課
　3588-1321　内線305

市民相談室




3524-1111　内線460・461

　　
〃　　







内線283


商業観光課
　3524-1111　内線467


人権政策課
　3524-1111　内線356


人権政策課
　3524-1111　内線26
2

　　
場　　　　　所

市民相談室（市役所１階）

妻沼行政センター（２階）

市民相談室（市役所１階）

妻沼勤労福祉会館（２階相談室）

市民相談室（市役所１階）

大里コミュニティセンター

妻沼行政センター（２階）

市民相談室（市役所１階）

春日文化センター

商工会館

めぬま農業研修センター

大里コミュニティセンター

小曽根集会所（小曽根1219-1）

楊井集会所（楊井763-1）

　時　　間

13：00～16：00






（要予約）

　　　〃

13：00～16：00

13：00～15：20

10：00～15：00

10：00～15：00

10：00～15：00

10：00～16：00

10：00～15：00



9：00～12：00

13：00～16：00



9：30～16：00

13：00～16：00
　


（要予約）

10：00～15：00

13：30～16：30

　

相　談　日

９/７㈭・21㈭

10/５㈭

９/14㈭・28㈭
10/12㈭

９/14㈭･10/12㈭

９/13㈬

９/20㈬・10/18㈬

９/５㈫・10/３㈫

９/28㈭・10/26㈭

９/11㈪
・10/16㈪

９/４㈪
・10/２㈪

９/19㈫・10/17㈫

９/26㈫
・10/24㈫

毎週月・火・水・金曜日
　（木・祝日を除く）

９/１㈮・10/６㈮

９/７㈭


９/14㈭･10/12㈭


９/21㈭

10/５㈭

９/６㈬

10/４㈬

　　相　談　員

弁護士

税理士

行政相談委員

司法書士
土地家屋調査士

行政書士

宅地建物取引主任者

建築士

消費生活相談員

中小企業診断士

人権擁護委員

生活相談員・市職員

※相談時間は、午前中は12時まで、午後は１3時からです。

北部地域創造センター
　　　　

　　　3522-6506

　　　〃　

　　3521-7300

消費生活支援センター熊谷
　　　　
　　　
3524-0999

北部産業労働センター
　　　　
　　　
3523-2817

さいたま地方法務局熊谷支局
　　　　

　　　3524-8805

法　　　

律（県）

県 民 相 談（県）

交通事故相談（県）

消費生活相談（県）

労 働 相 談（県）

常 設 人 権（国）

弁護士

県民相談員

交通事故相談員

消費生活相談員

弁護士

人権擁護委員

第１～３水曜日（祝日を除く）

月～金曜日（祝日を除く）

　　　　　〃

　　　　　〃

第１～４金曜日（祝日を除く）

毎週水曜日（祝日を除く）

13：00～16：00（要予約）


9：00～16：00

　








〃


9：30～16：00

10：00～12：00
　

（要予約）


9：00～16：00

埼玉県北部地域創造センター
　

（県熊谷地方庁舎内）

埼玉県消費生活支援センター熊谷

埼玉県北部産業労働センター
　　（県熊谷地方庁舎内）

さいたま地方法務局熊谷支局

市民相談室




3524-1111　内線460・461

暮らしの
アドバイス
暮らしの
アドバイス

相談相談

子どもの電話相談子どもの電話相談
●教育上の悩み・不安について
　電話教育相談 教育研究所　
　3５２４-１１１１　内線３８３
●ひとりで悩まないで相談しませんか
　青少年相談総合センター（県）　
　3０４８-８３０-３０２５
●非行・家庭内暴力・犯罪・いじめなど
　毎週火・金曜日　9：00～16：00
　北部少年サポートセンター 熊谷相談室
　（埼玉県警）　
　3５２４-４０１６

●子育て・青少年に関する悩みごと、児童虐待について
・子どもあんしんダイヤル　
　3５２７-２７００（家庭児童相談室直通）
　　心理カウンセラー（臨床心理士）による相談日
　　9月22日（金）・10月27日（金）
　　9：00～16：00（要予約）
・熊谷児童相談所（県）　3５２１-４１５２
●いま、いじめで悩んでいる君へ
　教育110番　3５２５-７８３０（直通）
●不登校に関する悩みごと
　さくら教室電話相談（月曜日休）3５２３-１５７０（直通）

  

◆男女共同参画推進センター「ハートピア」相談室  3599-0015

男女共同参画推進センター 相談のご案内
　配偶者からの暴力（ＤV）を中心に、暴力被害に伴う夫婦
間の問題など、男女共同参画社会の実現を阻む要因となる
問題の悩みをお聞きし、いっしょに考えます。

電話・面接相談

弁護士による相談
（要予約）
臨床心理士による相談
（要予約）
保健師による相談
（要予約）

  9：00～17：15

13：30～15：00

  9：00～16：00

13：30～15：30

特許活用相談会
特許情報活用
支援アドバイザー

９/13㈬ 13：00～17：00
埼玉県産業技術総合センター
北部研究所（末広2-133）

知的財産総合支援センター埼玉
　　　　　　

3048-647-4245

一日合同行政相談 行政機関 10/12㈭ 10：00～16：00 熊谷文化創造館さくらめいと 関東管区行政評価局行政相談課
　　　　　　

3048-600-2313

不動産取引無料相談会 弁護士・税理士ほか ９/７㈭ 10：00～16：00 市役所１階ホール北
㈳全日本不動産協会
埼玉県本部
　　　　　　

3048-866-5225

13：30～16：30
　（要予約）ひきこもり専門相談会 臨床心理士 10/19㈭・12/20㈬

平成19年
２/15㈭ 埼玉県熊谷保健所（末広3-9-1）
熊谷保健所保健予防推進担当
　　　　　　

3523-2811

９/１㈮・10/６㈮

９/８㈮

９/15㈮

結　婚　相　談　

結婚相談員 13：00～16：00

コミュニティセンター

大里コミュニティセンター

妻沼行政センター（２階）

社会福祉協議会　3521-2735

社会福祉協議会大里支所30493-39-0471

社会福祉協議会妻沼支所3588-2600
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毎
月
第
3
金
曜
日
は
「
少
年
を
非
行
か
ら
ま
も
る
日
」
、
毎
月
第
3
日
曜
日
は
「
家
庭
の
日
」
で
す
。

創業個別相談会
経営全般に
　　　関する専門家

９/26㈫
13：00～17：00
　（要予約） 商工会館大ホール

北部産業労働センター
　　　　
　　3523-2817

相　談　名




　　　　　　
相　談　日
　　　　









時　　間




